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親愛 な る ムスリム の 皆様 。 クレ アー ン の 最も 
根本 的 な 特徴 を 一 言 で 述べ る な ら 、 そ れ が 、 教 
え へ と 導く 書 で ある と 語っ て いた こと で し ょ 2。 
な ぜ な ら 、 そ れ が 啓示 され た 時 代 、 憎 悪 や 多 神 
教 と いう 沼 に つか り 、 追 害 、 派 閥 抗争 、 敵 対 、 
卑 し さ と いっ た 肉体 的 ・ 精 神 的 な 病 に 窒息 し か 
け て いた 人 々 に 正しい 道 を 示し 、 彼 ら の た め 正 
那 を 識別 する 道 案内 と な っ た か ら で す 。 

崇高 な 書物 クル アー ン は 、 道 案内 で ある と 
いう 特性 を 最後 の 審判 の 
日 まで 継続 させ る の で す 。 
神 の 啓示 が 言葉 に 注ぎ こ 
未 衝 人 こ の あり 訪 は 、 そ 
れ に 従う 人 々 の 心 に ある 
各種 の 疑い 、 派 閥 抗争 、 
多神教 、 否 定 、 無 知 、 逸 
脱 と いっ た 病 を 取り 除き 、 
信仰 、 英 知 、 善 へ の 道 を 
示し 、 天 国 へ と 導き 、 六 
か ら 救 われ る 要因 と な る の で す 。 

親愛 な る 兄弟 姉妹 の 皆様 。 ク ルアー ン に は 
慈悲 が あり ます 。 つ まり クル アー ン は 要約 する 
な ら 、 教 えと この 世界 で の 生き 方 を 正しく 健全 
で よい も の と する た め に 必要 な 知識 が 含ま れ て 
いま す 。 そ れ を 正しく 読む 人 に は 、 大 き な 報 奨 
を 獲得 させ ます 。 信 者 た ちの た め に 困難 さ を 容 
易 さ に 変え 、 過 ち を 取り 去り 、 罪 を 消し 去り ま 
科 

クル アー ン が も た らし た 教え は 正しい 教え 
で あり 、 そ れ が 与え て いる 知識 は 正しい 知識 で 
あり 、 そ れ が 招い て いる 道 は 正しい 道 で す 。 徳 
や 生き 方 に お いて も 正 し さ 、 誠 実 さ へ と 招き 、 
この よう に し て あら ゆる 面 か ら 誤 っ た も の を 取 
り 除 こう と し て いる の で す 。 

「 夜 の 旅 」 章 で は 次 の よう に 述べ られ て い 
ます 。「 わ れ が (段階 を 追っ て ) クル レル アーン で 下 
し た も の は 、 信 者 に と っ て は 癒し で あり 慈悲 で 
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ある 。 だ が 不義 の 徒 に と っ て は 只 損 失 の 種 で あ 
る 。」( 夜 の 旅 章 第 8 2 節 ) ク ルアー ン の 言葉 で 、 
この 世界 は あたかも 、 様 々 な 病 、 炎 い 、 苦 痛 に 
満た され た 病院 、 預 言 者 ムハンマド は 医者 、 ク 
ルアー ン も 癒し を も た ら す 薬 、 そ し て 十分 な 糧 
と 比 員 され て いま す 。 ク ルアー ン は 人 々 を 無知 
と 人 逸脱 と いう 痢 か ら 救 い 出 す た め の 道 案内 で す 。 
真実 、 事 実 を 見 る よう 招き ます 。 道徳 的 ・ 社 会 
的 病 に 対す る 絶対 的 な 癒し の 処方 箋 で す 。 
寺 守 一 の で 、 医学 肝 な 
病 に お いて も 、 治 療 と 並び 、 
ある い は 医学 的 な 治療 の 
可能 性 が 失わ れ た 状態 で 、 
精神 的 な 支え の 影響 と 重 
要 性 は 大 き な も の で す 。 こ 
の 観点 か ら 、 肉体 的 ・ 精 神 
的 病 に か か っ て いる 際 に 
クル アデ アーン を 読む こと 、 ド 
ゲー する こと ゃ また 。 疹 
療 中 に 癒し を も た ら す も の と な る の で す 。 

大 切な 上 兄弟 姉妹 の 皆様 。 ク ルアー ン は シャ 
イタ ー ン の 暗示 、 困 惑 、 恐 居 に 対す る 癒し で も 
あり ます 。 信 者 の 心 を アッ ラー に 結び つけ 、 落 
ち 着 か せ 、 や すら ぎ を 与え 、 生 きる 希望 を も た 
らし ます 。 

クル アー ン は 自我 の 欲求 、 秋 れ た も の 、 卑 
し いも の 、 災 如 、 そ し て シャ イタ ー ン の も た ら 
す 疑 念 に 対す る 癒 し で す 。 社会 の 構成 を 破壊 し 、 
信頼 や や すら ぎ を な くし 、 健 康 に 害 を 与え る 社 
会 的 な 病 に 対し て も 、 癒 し の 要因 で す 。 

今日 の フト バ を 、 こ の 件 に 関す る 別 の 章 句 
で 締め くく り ま す 。「 人 びと よ 、 あ な た が た の 主 
か ら 確 か に 勧告 が 下さ れ た 、 こ れ は 胸 の 中 に あ 
る ( 病 い ) を 癒し 、 ま た 信者 に 対す る 導き で あ 
り 慈 悲 で ある 。」 (ユー ヌス 章 第 5 7 節 ) 
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